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からpxy-RoB+RsM の第1項 ･第2項を分離して正常項 ･異常項を評価するためには､中性子
散乱によるスピン構造解析やホール抵抗pxy,磁化M の詳細な測定などの今後の実験が待たれる｡
2.3 interatomic機構
ここまで述べてきた異常ホール効果の新しい機構では､カイラリティによって仮想的な磁場をつ
くるというものである｡この磁場は数十ないし数百テスラにも相当し､異常ホール効果に大きな
寄与を与える｡こうした仮想的磁場をつくる機構として､カイラリティの他に原子間のスピン軌道
-●
相互作用もありうる｡即ちスピン軌道相互作用はHso - 謡旨(8-x∇V)･p～-(e/mc)Aso･p-,と
表され(Vは周期ポテンシャル)､強磁性状態ではベクトルポテンシャルAso-(A/mc)(S-×∇V)
が非一様な仮想的磁場Bso=∇×AIsoを生じる｡
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これらの機構 (カイラリティ･原子間スピン軌道相互作用)によって生じる磁場は､単位胞内で平
均するとゼロであるという特徴がある｡ ここでの単位胞とはスピン構造についての磁気的単位胞
であり､これはスピンが超周期構造を形成している場合には通常の単位胞よりも大きくなる｡ 例
えば､正方格子などの単位胞に1つしか格子点がない格子構造では､バンドは1枚になりカイラ
リティによる異常ホール効果は出ないが､スピン構造が自発的に超周期構造をつくることによっ
て単位胞を拡大すれば､マルチバンドになり異常ホール効果を出す可能性がでてくる｡ これに対
して､パイロクロアヤかごめ格子などの幾何学的フラストレーションのある格子構造では､単位
胞に複数のブラケットがあって最初からマルチバンドであるため､カイラリティにより異常ホー
ル効果を生み出しやすい｡
これらの機構は原子間のホッピングによって生じる位相によるものであり､interatomicmech-
anism とでも呼べるものである｡ 他方従来の理論は同一原子内でのスピン軌道相互作用が重要
な役割を演 じる点でintraatomicmechanism と呼ぶことができ､T-0に注目することに与り､
interatomicmechanismの寄与のみ取り出して解析できるということになる｡
3 まとめ
こうして見て来たように､カイラリティもしくは原子間のスピン軌道相互作用により電子系に
は仮想的な交番磁場が働き､それが異常ホール効果をもたらす｡これはR2Mo207でみられる､低
温で増大する異常ホール効果を説明しうると考えられる｡
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